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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策を背景として企業収益に改善

が見られ、雇用・所得環境の改善や設備投資の持ち直しなどに伴い、景気は緩やかな回復基調で推移いたしまし

た。しかしながら、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減の影響が一巡するなか消費者マインドの回復

の動きや株高による資産効果などが期待されるものの、不安定な為替相場動向や中国をはじめとする海外経済の

下振れ懸念などもあり、先行きは依然として不透明な状態にあります。眼鏡小売市場も緩やかに回復しつつある

ものの、販売競争・価格競争などによる厳しい経営環境が続いております。 

このような状況のもと当社グループは、早期に黒字転換を実現し、さらに持続的成長への道筋が見えるよう

に努めてまいりました。「ＮＥＷ愛眼プロジェクト」で築き上げた営業基盤を有効に活用し、対処すべき課題と

真摯に向き合うことで、商品開発とサービスのレベルアップ、営業体制の効率化に鋭意取り組んでおります。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、主に眼鏡小売事業の売上高が増加に転じたことによ

り、売上高は4,222百万円（前年同四半期比3.0％増）となりました。また、売上総利益率は0.5％改善し、広告

宣伝費や人件費などの営業経費の支出が減少したことによって、営業利益は51百万円（前年同四半期は営業損失

90百万円）、経常利益は85百万円（前年同四半期は経常損失74百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

56百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失102百万円）となりました。今後ともお客様の支

持が得られる店づくりの推進と一層のコスト削減に取り組み、収益基盤の強化に努めてまいります。 

 

当社グループにおける報告セグメントごとの状況は次のとおりです。 

 

［眼鏡小売事業］

当社グループの中核である国内眼鏡小売業においては、2012年から「ＮＥＷ愛眼プロジェクト」をスタート

させ、お客様の嗜好やライフスタイルを優先した「アイスタイリング・サービス」を掲げ、事業戦略を進めてお

り、新ビジュアルアイデンティティーの導入、店名ロゴの変更、清潔感のある店舗の開設とリニューアル、メガ

ネ一式価格「スマートプライス」による明瞭な価格表示、ニーズを集約したオリジナルブランド品の提供、マス

媒体やＴポイントを活用した広告宣伝などさまざまな営業施策に取り組んでまいりました。プロジェクトの完遂

には未だ道半ばですが、今年度は、着実に改善してきている商品、サービス、店舗、人材をはじめとする営業基

盤を梃子に、「ＮＥＷ愛眼プロジェクト」によって増加したニューファミリー層やヤング層に対する取り組みを

継続しつつ、従来から固定客の中心を占めるミドル、シニア層に照準を合わせた商品力、技術力、接客力による

アプローチを併行して推進しております。また、当社の強みであるカウンセリングが活かせ、眼鏡販売との相乗

効果も期待できる補聴器の取り扱いを同時に強化することで、シニア層の需要掘り起こしを図ってまいりまし

た。 

売上高に関しては、幅広い年齢層のお客様のニーズを取り込んだ新規商品の開発・投入と品揃えの拡充によ

り、販売単価が改善し、売上高は増加しました。また、補聴器の売上高は、シニア層の需要増加を見込んだレン

タルや販売促進の実施により、順調に推移しました。一方、売上総利益率は、オリジナル品を中心とした商品構

成や集中販売などを進め改善しました。 

店舗に関しては、新規に１店舗を開設し、１店舗を閉鎖しました。また、改修補強を１店舗で実施する一

方、店舗と本部の業務プロセスの効率化・省力化を目指した店舗・本部間のシステム更改プロジェクトが進行中

であり、来春に本稼動を予定しております。 

この結果、眼鏡小売事業における売上高は4,012百万円（前年同四半期比3.5％増）、セグメント利益は68百

万円（前年同四半期はセグメント損失67百万円）となりました。 

 

［写真館事業］

当社直営の「愛写館」３店舗による写真館事業は、幅広い年代、階層のお客様の記念写真・家族写真の撮影

やアルバム制作をはじめ、美容着付け、衣装レンタルなどにも対応する総合写真館を目指しています。当第１四

半期連結累計期間においては、秋の七五三や新春の成人式の早期着物レンタルや前撮り予約会を開催するほか、

ＷＥＢ割引クーポンやインターネット・ＳＮＳ媒体を活用した広告宣伝を通じ客数増加に注力いたしました。 

この結果、写真館事業における売上高は、店舗数が前年同期より２店舗減少したことも影響し、24百万円

（前年同四半期比20.8％減）、セグメント損失は12百万円（前年同四半期はセグメント損失20百万円）となりま

した。 
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は17,550百万円、負債合計は3,026百万円、純資産合計は14,524百万

円となりました。前連結会計年度末に比べ負債合計が32百万円増加し、純資産合計が88百万円増加した結果、自

己資本比率は82.8％となりました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年５月13日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号 平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行ってお

ります。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組

替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,702 4,690 

受取手形及び売掛金 753 822 

商品及び製品 2,355 2,295 

原材料及び貯蔵品 29 29 

その他 130 200 

貸倒引当金 △7 △7 

流動資産合計 7,964 8,030 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,162 1,154 

土地 1,900 1,900 

リース資産（純額） 68 65 

その他（純額） 23 20 

有形固定資産合計 3,155 3,141 

無形固定資産    

リース資産 － 44 

無形固定資産合計 － 44 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 3,883 3,860 

投資有価証券 1,686 1,733 

その他 739 740 

投資その他の資産合計 6,309 6,333 

固定資産合計 9,464 9,520 

資産合計 17,429 17,550 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 540 585 

1年内返済予定の長期借入金 60 60 

未払法人税等 118 53 

賞与引当金 － 60 

その他 1,083 1,062 

流動負債合計 1,802 1,821 

固定負債    

長期借入金 285 270 

繰延税金負債 69 83 

再評価に係る繰延税金負債 6 6 

資産除去債務 350 349 

リース債務 298 317 

その他 179 176 

固定負債合計 1,190 1,204 

負債合計 2,993 3,026 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,478 5,478 

資本剰余金 6,962 6,962 

利益剰余金 5,312 5,369 

自己株式 △1,050 △1,050 

株主資本合計 16,702 16,758 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 160 192 

土地再評価差額金 △2,471 △2,471 

為替換算調整勘定 45 45 

その他の包括利益累計額合計 △2,265 △2,234 

純資産合計 14,436 14,524 

負債純資産合計 17,429 17,550 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 4,100 4,222 

売上原価 1,284 1,300 

売上総利益 2,815 2,921 

販売費及び一般管理費 2,905 2,870 

営業利益又は営業損失（△） △90 51 

営業外収益    

受取利息 4 5 

受取配当金 6 6 

受取家賃 13 16 

その他 10 16 

営業外収益合計 34 44 

営業外費用    

支払利息 1 1 

固定資産除却損 3 0 

賃貸費用 12 9 

その他 1 0 

営業外費用合計 18 11 

経常利益又は経常損失（△） △74 85 

特別利益    

投資有価証券売却益 0 4 

特別利益合計 0 4 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△74 89 

法人税、住民税及び事業税 28 33 

法人税等調整額 △0 △0 

法人税等合計 27 33 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △102 56 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△102 56 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △102 56 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 13 31 

為替換算調整勘定 △5 0 

その他の包括利益合計 8 31 

四半期包括利益 △93 88 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △93 88 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                                        （単位：百万円）

  報告セグメント

その他

（注）１

合計

 

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

  眼鏡小売 写真館 計

売上高              

外部顧客への売上高 3,877 30 3,907 192 4,100 － 4,100

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 18 18 △18 －

計 3,877 30 3,907 211 4,118 △18 4,100

セグメント利益又は損失(△) △67 △20 △87 0 △87 △3 △90

 

（注）１ その他の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、卸売事業等であります。

   ２ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去３百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△６百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない連結財務諸表提

出会社の費用です。

   ３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                                        （単位：百万円）

  報告セグメント
その他

（注）１

合計

 

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
  眼鏡小売 写真館 計

売上高              

外部顧客への売上高 4,012 24 4,037 184 4,222 － 4,222

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 20 20 △20 －

計 4,012 24 4,037 205 4,242 △20 4,222

セグメント利益又は損失(△) 68 △12 55 △2 53 △2 51

 

（注）１ その他の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、卸売事業等であります。

   ２ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去３百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△５百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない連結財務諸表提

出会社の費用です。

   ３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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